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１．研究計画の概要 
 歯科補綴物を作製するためのフレーム材
料は，機械的強度の観点から金属材料が選択
される．しかし，金属材料は，金属色であり
患者の審美的な要求を満たすことができな
い．したがって，審美的要求からレジン系材
料やセラミックス系材料が使用される．そこ
で，機械的性質と審美的な要求を満たすため，
金属材料とレジン系材料やセラミックス系
材料との強固な接着が望まれる． 
 硬質レジン前装冠では，金属フレームとレ
ジンとの接着にリテンションビーズによる
機械的嵌合力とプライマー等の塗布による
化学的結合が利用されている． 
 一方，工業界では，金属とプラスチックの
接合には，Nd:YAG レーザーを用いて非貴金
属の SUS と PET などが接合できることが報
告されている．しかし，歯科材料についての
レーザー光による接着については不明であ
る． 
 本研究は，金属とレジンとの接着方法とし
て従来の方法ではなく，新しい発想としてレ
ーザー光によって金属とレジンとを接着す
ることを企図した． 
 
２．研究の進捗状況 
 (1)実験材料 
 ①金属  
金属としてチタンのインゴットを用いて

予備実験を行った． 
歯科補綴物は，鋳造により作製することが

多いので金銀パラジウム合金，金合金，チタ
ン，コバルトクロム合金を用いて鋳造により
せん断接着用試験体を作製した．また，金属
の表面性状によって接着力が大きく異なる
ため金属表面は，鏡面およびサンドブラスト

面とした． 
 ②レジン 
レジンとしては，PMMA を用いた．また，

最近ノンクラスプデンチャーの材料として
使用されているポリカーボネート，ポリアミ
ド，ポリエチレンテレフタレートを用いた． 

(2)実験方法 
①レーザー光 
レーザー光としては，Nd:YAG レーザーの

1064nm の波長の光を用いた．また，高出力
半導体レーザー（940nm）についても検討し
た． 
②接着試験方法 
金属板上にレジンをおき，上部から様々な

レーザー照射条件の光を照射して接着の有
無を調べ，接着力の大きいレーザー照射条件
を検討した． 

(3)結果 
チタン板上に常温重合レジンを築盛して

様々なレーザー照射条件でレーザー光を照
射したが，十分な接着強度を得ることはでき
なかった．また，高出力半導体レーザーでも
同様であった． 
一方，ポリエチレンテレフタレート，ポリ

カーボネート，ポリアミドでは，ポリエチレ
ンテレフタレートがチタンインゴットに対
してサンドブラスト面で約 20MPa と高いせ
ん断接着強さを示した．また，鏡面研磨面で
も約 18MPa を示した．しかし，チタン鋳造
体では，サンドブラスト面で約 11MPa であ
った． 
金合金や金銀パラジウム合金の鏡面研磨

面では，接着強さの弱い状態であった． 
これまでの研究結果をまとめると，チタン

と PET との接着が歯科用 Nd:YAG レーザー
溶接機を用いて行えることが明らかとなっ



た．しかし，貴金属合金や歯科用レジンとし
て使用頻度の高い PMMA との接着は難しく，
さらに研究を進めなければならないもので
あった． 

 
３．現在までの達成度 
 <区分＞③やや遅れている． 
 いろいろな種類の歯科用金属材料を鋳造
してせん断接着用試験体を作製し，レジンと
の接着性の可能性を検討しているが，貴金属
合金での接着が得られる条件を見出すこと
ができない．したがって，口腔内での長期間
の耐久性を評価するためのサーマルサイク
ル試験などを行う段階まできていないのが
現状である．また，レーザー光の照射条件は，
印加電圧，スポット径，パルス幅，パルス周
波数を変化させて行うため，その組み合わせ
から最適な条件を探すことは容易ではない．  
 
４．今後の研究の推進方策 
 歯科用合金とレジンとの接着のためには，
金属とレジンとの密着度が重要と考え，圧接
力をコントロールするための工夫を行う．今
までのレーザー照射条件では，良い結果が得
られていないが，引き続き，レーザー照射条
件を変えてさらに検討を行う．さらに，プラ
イマーや光吸収物質を使った検討を行う予
定である． 
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